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　　　　　　　　　　　　　　　政務活動実施報告書

　村上市議会議長　三田　敏秋　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議員名

　私は、下記のとおり政務活動を終了しましたので報告します。
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第2回正木一郎記念ユニバーサルビレッジ・EM国際会議参加報告

【概要】

■EM国際会議（11月30日）

EM技術（有用微生物群）を活用した国内外の地域づくり事例を共有する国際会議に参

加。比嘉照夫博士による基調講演をはじめ、各地の実践者による講演が行われた。

主な講演内容（抜粋）

・ 比嘉照夫氏（琉球大学名誉教授）による開会講演

・ 西渕崇司氏（EM研究機構）：沖縄・北中城村におけるユニバーサルビレッジ構想の

　推進事例

・ 山路誠二氏：EM農法の長年の成果報告

・ 小泉貴氏：EMIを活用した実践的農業の取り組み

・ 齋藤則高・麻恵ご夫妻（アグリファーム、北海道）：新規就農からグランプリ受賞まで

　の10年間の軌跡とEMによる農業展開

・ 国際報告：

　一インド：EM技術を活用したイノベーション（ML　Madan　Mohan　Mohanka）

　一ハワイ：元気プuジェクトを通じた地域振興（MれHiromichi　Nago）

　一マレーシア：ゼnウェイスト実現への挑戦（Dr．　Kia　Hu三　Ching）

■現場視察（12月1日）

視察コース：Cコース

・ ビオサイクルセンター：EM技術を応用した生ごみ処理と資源循環のモデル施設。

・ EM・XGOLD工場：EMを利用した発酵飲料の製造工程を視察。

・ 東南植物楽園：EM技術による環境整備と植物保護の事例紹介。



【所見】

EM技術は単なる農業資材ではなく、地域の環境改善・観光資源化・教育・福祉にも波及

する可能性を持つと確信した。

特に、北海道アグリファームの齋藤則高・麻恵ご夫妻による報告は、若手農業者の奮闘と

EM技術の実用性、持続可能な農業経営の可能性を示すものであり、地域の担い手不足や

新規就農支援の観点からも示唆に富んでいた。

今後、村上市においても、EM技術の導入やモデル的な取組の立ち上げを通じて、持続可

能な地域社会の構築に寄与したいと考える。
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　　　　　　　　　　劇　第2回正木一郎記念

　　　　　　国内・海外でEM技術を活用したIlミュニティづくりを実践している方を招き、

正木一郎博士の「ユニバーサルビレッジ（UV）構想＊」を継承・発展させるEM国際会議を開催します。

●　u　： ●

1＆　　間】　IO．OO－17‘30

【会　場】沖縄県万国津梁館

　　　　サミットホール

【内　容】国内・海外における

EMユニバーサルビレッジ／への

取り組みについての事例発表
【参力a費】　13，000円
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【時　間】　1900－2］00

【会　場】暮らしの発酵

　　　　ライフスタイルリソート

　　　　キタナカガーデン（B］F）

【参加費17，000円
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×参加費にはホテルー会場間のバスと、会場でのお弁当代が含まれます。

×宿泊に関しましては、会議参加申込フォームから予約が可能です。
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【時　　間】8．00－17：30

｛集合場所】暮らしの発酵ライフスタイルリゾート

惨加費】A・Bコースは無料、C：一スは一部有料
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【視察コース】

⑲ビオサイクルセンN－　＠　EM・x　GOLD工場

◎ビオサイクルセンター・／・EM・X　GOLD鴎煉南翻淑
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【お申し込み期間】

7月17日（水）◎O：OO

　　　～10月3旧（木）23：59

https：〃linktr、ee／uvem
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山路誠二氏

ノ］、泉章氏

齋藤貝り高氏、齋藤麻恵氏

Mr．　Madξm　M◎har｜Mohanka
（マダン・モ八ン・モハンカ）

Mr．　Hir◎m韮chl　Nago
（ヒロミチ・ナゴ）

Dr・Hia　Hui　Ching
（ピア・フイ・チン博士）

琉球大学名誉教授比嘉照夫
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